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　The 　comfort 　of 　sanitary 　napkins 　was 　examined 　by　means 　of 　a　questionnaire 　and 　through 　a　wearing

tesし．　II1しhe　 wearing しesし，しhe　microclimate ，　both　the　temperature 　and 　hulnidity　inside　and 　outside 　of

sanitary 　 napkins ，　were 　measured 　 every 　 IO　seconds 　for　2　h，　Sublects　 consisted 　 of 　15　young 　healthy
women 　who 　sat 　on 　chairs 　for　60　min ，　then　st   od 　and 　walked 　for　3　min ，　and 　again 　sat 　for　57　m1n 　under

the　experimental 　condition 　of　26℃ and 　60％ RH ．　The 　results 　obtained 　were 　as 　follows：1）The 　question−

naire　showed 　that　more 　than　60％ of　the　subjects 　complained 　of　sultriness 　discomfort　during　the　men −

struation 　period ；2）The 　wearing 　test　showed 　that　a　high−humidity　climate 　 was 　formed　in　the　space
between 　the 　napkin 　and 　the　skin ，　which 　caused 　subjective 　discomfort：3）The　corre 且ation 　between　the

discomfort　from　the　sanitary 　napkins 　and 　the　difference　ill　absolute 　humidity　inside　and 　outside 　of　the

napkins 　suggested 　that　the　discomfort丘om 　napkins 　could 　be　reduced 　by　a　freer且ow 　of　water 　vapor ．

　　　　　　　　　　　 　　（Received　February 　3，2006；Accepted　in　revised 　fQrm　June　3，2006）
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　1．緒　　言

　月経が女性の 生活に及ぼす影響は大 きく，生理期間

を快適に過 ご せ る か 否か は 生 活の 質をも左右する 重要

な要素で ある ，現在，本邦におけ る 生理用品 として広

く生 理用ナ プ キ ン が 用 い ら れ て い る
1 麟 ，

　生 理用 ナ プ キ ン の 直接触 れ る 陰部周辺 は
， 体幹 部や

前腕部 に 比 べ 角層 の 厚みが薄い とされ
3 ：1

，外環境 か ら

の刺激 の影響を受けやす く，衛生面へ の 配慮に加 えそ

こ に は様 々 な不快症状が 生ずる もの と考えられ る．し

か し な が ら，生 理用ナ プキ ン で 皮膚 を覆っ た こ と に対

する 生 理 ・心理 反応，お よ び 生理用ナ プ キ ン 内微気候

の 実態に つ い て は明 らか に され て い な い ．

　生 理 用品 を対象 と し た研 究と し て は ，製品の物琿 的

諸性能に関する もの
4劇

，使用者の 意識や状況に つ い

て の 保健学 的報告
5 、

，ある い は 生 理用 ナプ キ ン 装着時

の 脳波 の 変化
7 ／

な どが あ る が ，何 れ も微気候 の 解析 に

よ りそ の 快適性 を論 じる とい う視点 は 持 たない ．

　本研究で は，成人女子の月経に 関す る意識実態調査

ならび に 生理用ナプ キ ン 内微気候 の 計測を行い ，皮膚

と生 理用ナ プ キ ン 間 の 温湿度実態を明 らか にする と共
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に，生 理用ナプ キ ン 装着時の不快感形成要因に つ い て

考察す る こ と で
， 女性 の

一
生 に お い て 通 算 6〜8 年に

もお よぶ 月経期間
1 ）

をよ り快適に過 ごすた め の基礎デー

タの構築 を日指 した．

　2，方　　法

　（1） 月経に関する意識と実態の調査

　月経 に 関する意識 と実態，特に デ リケ ー トエ リ ア

（本 稿 で は ，生 理用 ナ プ キ ン で 覆わ れ る 陰部周辺 を

「デ リ ケートエ リア 」 と表記 す る） に おけ る 不快症状

の 実態 を把握す る ため，成人女子 186名 （東京都内の

大学に通学する女子大学生お よび大学院生）を対象に

留置 き自記入 式質問紙調査 を実施 し た ．実施時期 は

2004年 6月 で あっ た．

　（2｝ 生理用 ナ プ キ ン 着用実験

　1） 被 験 者

　（1）に お け る 意識実態調査 の 回答者 の 中か ら，安定

し た 月経周期を持ち，月経期 間 に 生理用 ナ プキ ン （以

下 ，「ナ プ キ ン 」 とする）の み を使用 し て い る健康 な

女性 15 名 を選 出 し，被験者と した ．そ の 際，倫理 的

配慮 と して ，事前 に 書面 と 口頭で 研 究内容 ， 匿名性，

表 L 被験者身体特性

平均 ± 標準偏差

年齢 （歳）

身長 （cm ）

体重 （kg）

BMI

20．9± 1．7
158，7± 5．4

49．1± 3．3

19．5± 1．5

守秘 を説明 し，紙面 に て 同意を得 た ．被験者の 身体特

性 を表 1 に 示す．健康状 態 は 問診 に よ り確認 した．

　2） 測定項目

　 の ナプ キ ン内外の 温湿度

　ナ プ キ ン 装着時 の ナ プ キ ン 内微気候を明 ら か にする

ため ， ナプキ ン 内外 の 温湿度 を測定 した．使用機器 は

サ
ー

ミ ス タ温度 セ ン サ と抵抗式高分子湿度セ ン サ が
一

体 とな っ た平型温 湿度 セ ン サ THP −23 （  神栄 ，東

京）で ，10秒毎に デ ータ収録を行 っ た．測定部位 は，

恥骨上 部 の 皮膚 とナ プ キ ン 間 （以 下 ，「ナ プキ ン 内」

とす る ），恥骨 上 部 の ナ プキ ン と シ ョ
ー

ツ 間 （以下，

「ナプキ ン 外」 と す る ）の 2 点で ある ，温湿度セ ンサ

受感部は，保護枠に覆われ て い るた め周囲と接触する

こ とはな く，さら に透湿防水布で 覆 い ，経血 による濡

れを防 い だ，対照実験で ある非月経期 の 測定 の 際 に は，

恥骨 上 部 の 皮膚 と シ ョ
ー

ツ 問 （以 下 ，「シ ョ
ー

ツ 内」

とす る）ヘ セ ン サ を挿入 し，計測 した ，測定部位へ の

セ ン サ挿入状況 を図 1 に 示す．セ ン サ挿入時に は受感

部近傍を テ
ー

プ で 皮膚へ 固定 した ，

　　　　 〈 月 経 期 〉　　　　　〈非月経期〉

　　 シ　　 ナ　　 皮　　　　　　　　　　　　　　皮　　 シ

　　　　　　　　　　　　　　膚 　 〒
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ツ

遡 鑑
　　　　 図 1．温湿度 セ ン サ挿入部位

表 2．感覚値カ テ ゴ リ
ー

ス ケ
ー

ル

不快感 （デ リケ
ー

トエ リアや そ の 周辺 ）

i王駕
夬

　　1 − L な ん と なく気 に な る

　　 0　 　 　 特 に 感 じない

湿潤感 （デ リケートエ リア や その 周辺〉

＃｛驚〔
出血 感

　　 2 −
一

ドッ と多量に 出 血 した 感 じが す る

　　 1 −− e 一 出 血．した感 じが す る

　　o ⊥
何憾 じない

温冷感 （全 身）
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　 li）感 覚 値

　表 2 に示す ス ケ
ー

ル に基 づ き，デ リ ケ
ー

トエ リ ア や

そ の周辺 の不快感 と湿潤感，出血感，全 身の温冷感の

4 項 目 に つ い て ，10分毎お よ び被験者が変化を感 じ

た際，ア ン ケ
ー

ト用紙を用 い て 被験者は 申告を行 っ た ，

感覚値ス ケ
ー

ル は，先行研究
S1 蝋

を参考 に設定 した．

　 3） 試　 料

　 同型 （22．5cm 羽付 き）で 表面材の異な る 2 種の ナ

プ キ ン （A ：フ ィ ル ム 素材，B ：不織布素材，共に市

販品 K 社製）を使用 した ，素材 と構成を図 2 に 示す．

　 4） 測定条件

　被 験者 に ， シ ョ
ー

ッ と して 同型 の 生理 用 シ ョ
ー

ッ

（以下 ，「シ ョ
ー

ッ 」 とする）着用，月経期の実験時に

は さ らに ナプキ ン装着を指示 し，月経期の ナプ キ ン内

微気候測定な ら び に非月経期 の シ ョ
ー

ッ 内微気候測定

を行 っ た ．120 分 間 の 実験 を通 し て ナ プ キ ン 内外 の 温

湿度 （非月経期 には シ ョ
ー

ツ 内 の 温湿度）および感覚

値 を求 め た，環境 条件 は ，温度 26± 1．9℃，湿度 60±

8．0％ RH で ，被験者の 服装は暑 くも寒 くもな い 日常

着 と し，特に制限は加えなか っ た．

　月経期 に お け る 月経出血 の 経過 は 第 4 日目以 降急減

する と報告され て い る
1：．そ こ で 月経期 の 実験 日を ，

経血 量の 多い 月経期前半 （月経開始 1〜3 囗目．以下 ，

「多 い 目」 とす る）と経血量 の 少な い 月経期後半 （月

経開始 4 日 目以 降．以 下 ，「少な い 日」 とす る〉に分

け，多い 日 と少な い 日各々 3 回，対照実験 として 月経

で な い 日 （以下，「非月経日」 とする ）1回 の 実験を，

月経期 間を替えて行 っ た．同
一

月経周期内 に は同
一

表

面材 の ナ プ キ ン を使用 した ，

　 5）　実験手順

　実験の手順 を図 3 に示す．被験者が ナプ キ ン を装着

した後，温湿度セ ン サをナ プ キ ン 内外へ 挿入 し実験 を

開始 した．60分 間の 椅座位安静後，3 分 間軽 い 歩行運

動 （メ トロ ノ
ー

ム に あわせ て 100歩 ／分 の 速度 を保持

し た そ の場足踏み ）を行わ せ ，再び椅座位安静 と し

120分で 実験 を終了 した．実験期間は 2004年 7〜10

月で あっ た ，

　 6） 統計解析

　経血量 の 経過 を考慮 した多い 日お よび少 な い 日の 実

験で は，そ れ ぞれ被験者 15名が 3 回の実験で計 45 デ ー

タ，非月経 日で は被験者 15名が 1 回の実験で計 15デ ー

タ を用い て 平均値を算出し，多い 日，少ない 日，非月経

日の 経 血 量 に よ る 比較 を行 っ た．ま た
， 着用実験開始

後 40〜60分 を安 静期，60〜80分 を運動期 ，ユ00〜120

分 を終了期 とす る 20 分 間毎の 平均 値 を算出 し，経 時

変化別 の 検討を行 っ た．経血量に よる比較 の 際に は ．・

元配置分散分析 を行 い ，下位検定は Bonferroni　test，

有意水準 は 5％ と した ，非月経 H が 比較 の 対 象 に 入 ら

ない 場 合 は
， 多い 日 と少な い 日に つ い て t検定をか け

た ．不快感 と他の 感覚値お よ び 温湿度デ
ー

タとの 相関

を見 る に あた っ て は ，Pearson の 相関を用 い 無 相関の

検定 を行 っ た．なお，使用 したナ プキ ン 2 種の 表面材

の 差 を t検定で検討 したが，経血 量 の 多少 に関わ らず

有意差 を得な か っ た た め本稿で は包括 し て報告する ．

　 表面 材 （ポリエ チ レンフィルム または 不 織布）

吸収材 　 　 1　 　 ；イド瞞 材 （不黼 ）

〔綿状パ ル プ1　　　　 1　　　　　　 ／ 〆
吸収 材 （紙 ）

嬲蘇，。
．罐 瀚 瞬 。 験 1

”

．
．？，？hll，，1’i． ．ン ．．． ム 、

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 〆

　 　 　 粘着材 （ホットメル ト）

図 2．試料 の 素材 と構成

　3．結　　果

　（1） 月経に 関す る意識 と実態 の 調査

　月経 に 関す る意識 と実態 の 調査結 果を表 3 ，図 4 に

示す ，ア ン ケート有効 回収率は 93％ で あ っ た．月経

周期が ほ ぼ 定 と回答 し た人は 53．2％ と半数程度で

あ っ た ，最近半年間 に使用 し た 生理用 品の 種類 と して

は
， ナ プ キ ン の み 使用 が 79．0％

，
ナ プ キ ン 中心 で た

ナプキン 装着

セン サ装看

0 20

｝ L
癬

翌

図 3．着用 実験 手順
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表 3．月経に 関す る意識 と実態 の 調査結果
一1

（N ＝186＞

人 ％

月経周期 ほ ぼ一
定

不順

い ま月経が ない

よ くわ か らない

0
ゴ

0
σ

2
だ
U

97 53．242
．51
，13

，2

月経 量 意 識 多 い 方だ と思 う

ふ つ うだ と思 う

少 な い 方だ と思う

よ くわからない

3710435

ユ0

19．955

．918

．85

．4

使用中の 生理用品種類

撮 近半年間）

ナ プキ ン の み

ナ プ キ ン 中心，た ま に タ ン ポ ン

ナ プ キ ン と タ ン ポ ン 同 じ くらい

タ ン ポ ン 中心，た ま に ナ プキ ン

タ ン ポ ン の み

14725

　 9

　 3

　 2

79．013

．44

．8L6Ll

生 理 用 シ ョ
ー

ツ 使用 状 況 　使用 あ り

（最近 1年間）　　　　 使用 な し

ユ563083 ，916

．1

圈 毎生理 期間 感じる

囗 感じない 生理期 間が 多い

田 感じる生理期間が 多い

囗一度 も感 じなか っ た

ム レ

かゆ み

ス レ

赤くな る

0

フ
’
ツフ
’
ツ湿疹　 2．

2D40608D100 （％〕

lii峯…i懸’ilii 篷
膿

　…

懇難 i……
、i 1B．6

萋難i…
嬢 　 　　1曽舜  燃匸

彰 〆
笏

27．2

鬱
　冨
礫ーlli．

嬲

z

’
　 拷
丁

苫〆 52．1

iii蟹鑑

難 59．0

鰲 彰 71、7

図 4．月経に関する 意識と実態 の 調査結果
一2

　　 （デ リ ケ ートエ リ ア に感 じる不快症状）

ま に タ ン ポ ン 使用 が 13．4％ と，主 に ナ プ キ ン を使用

して い る 者 は 9D％ 以 上 の 高い 割合を占め て い た．ま

た，最近 1年間 の 生理用 シ ョ
ー

ツ 使 用率は 83，9％ と

高率で あ っ た．

　月経期の デ リ ケ
ー

トエ リ ア に 感 じる 不快症状 として

は ，ム レが 最 も多 く，毎生理 期間感 じ る （29．9％ ） と

感 じ る 生 理期間 が 多い （35．0％）を併せ，ム レ症状 を

訴 える者は 64．9％ に も達した．以下，か ゆ み （45．6％ ），

ス レ （22．7％）が続 い た．

　〔2） ナプキ ン 着用実験

　1＞　 ナ プキ ン 内微気候

　 i）経血量に よ る ナプ キ ン 内外，シ ョ
ー

ツ 内温湿度

　　　比較

　図 5 に
， 全測定時間 120分 間の ナ プキ ン 内外，シ ョ

ー

ッ 内温湿度 の 経 時変化例 を示す．こ の 3例は，経血量

の 異 なる各実験 日 に お い て 全例中 に 比較的よ くみ られ

た典型的なもの で あ る ．非月経日 の シ ョ
ー

ツ 内 に 比べ ，

月経 日の ナプキ ン 内は温湿度共に高 く，ナプキ ン 外 は

低い 傾向を示 した．60−63 分の 運動時に，シ ョ
ー

ツ 内

湿度お よ び少な い 日の ナプ キ ン 内湿度は明らか に低下

したが，多い 日の ナ プ キ ン 内湿度は あま り低下せ ず，

ナ プキ ン 外湿度で は 多い 日，少な い 日とも顕著な変動

はみ られなか っ た．

　経血量の 異なる実験 日 に おけるナプキ ン 内外，シ ョ
ー

ツ 内温湿度の 120分間平均値を表 4 に 示す．湿度 は相

対湿度，絶対湿度併記 と し た．ナ プ キ ン ・シ ョ
ー

ッ 内

温度 に つ い て は ，経血 量の 多い 日，少な い 日，非月経

日間で 有意差 は 認 め られな か っ た ，ナ プ キ ン ・シ ョ
ー
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ッ 内の温湿度経時変化例

　　　（Sub，　HM ）

上 か ら，非月経 口，経血 量 の少 な い 日，経血 量 の 多い 日．

　　　　　　　　　　　　　　表 4，ナ プキ ン 内外，
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　 　 　 　 　 安静 期　 　 　 　　 　 運 動期 　 　 　　 　 　 終 了期

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ＊　p く 0．05．＊ ＊　p 〈 0．01

図 6．安静 ・運動 ・終了期別ナ プキ ン ・シ ョ
ー

ツ 内温

　　　湿度平均値

上 か ら温 度，相 対 湿 度，絶対 湿度．

鬮 ：経血 量 多 い 日，靉 ；経 血 量 少 ない 凵，口 ：非月経 日，

シ ョ
ー

ッ内温湿度 120分間平均値

ナ プ キ ン
・

シ ョ
ー

ツ 内　 ナ プ キ ン ・シ ョ
ー

ッ 内

　　 温度 （℃ ）　　　　 相対湿度 （％ RH ）

ナ プキ ン ・シ ョ
ー

ツ 内

絶対 湿 度 （9／m3 ）

経 血 量 の 多い 日

経血 量 の 少な い 日

非 月 経 日

35．9± 0．5

36．O± O．6

35．6：ヒ0．7

88．0：ヒ　8．3

84．8± 　8，3

68，7± 13．0 コ．、］・・
36．7±：3．8

36，1± 3．5
28．2土 6．0 ｝』一

ナ プ キ ン 外温 度

　　 （℃）

ナ プ キ ン外相対湿度

　　 （％ RH ）

ナ プ キ ン 外絶 対湿 度

　　　（9／mb

経 血 量 の 多い 日

経血 量の 少ない 日

34．8± 1．5

35．6± 5．2

53．3±8．7

50．5± 8．0

21．0± 4．0
20．5士 4．0

　
’
p ＜ O．05，　

＊＊
p ＜ 0．Ol．

ッ 内相対湿度お よび絶対湿度に は有意差が み ら れ ，非　　た．

月経日と比較して 多い 日，少ない 日共に高湿で あっ た．　　 鋤 安静期，運動期，終了期別 ナプキ ン ・シ ョ
ー

ツ

ナプ キ ン 外の温湿度に つ い て は，温度，相対 湿度，絶　　　　　 内温湿度 の 比較

対湿度の全て で，経血 量に よ る有意な差 は み られなか っ 　　　経血量 の 異 なる実験 日 ご とに ナ プキ ン ・シ ョ
ー

ツ 内
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　　　　　 図 7．感覚値 120分間平均値

上 か ら不快感，湿潤感，出血 感，温 冷 感．

團 ：経血 量多い 日，驪 ：経血 量少 な い 日，口 ：非月経 日．

温湿度 の 経 時変化を追い ，安静期，運動期，終了期の

20分毎平均値 を算出 した （図 6）．ナ プ キ ン
・シ ョ

ー

ッ 内温度で は，運動期 にお い て の み有意差が得 られ，

非月経日 に比 し，経血量 の多い 日，少 な い 日で 高い 値

を得 た ．ナプ キ ン ・シ ョ
ーツ内湿度に つ い て は，相対

湿度，絶対湿度共，安静期，運動期，終了期全 て に お

い て有意差が認 め られ ，三期共，非月経 日 に 比 べ ，多

い 日，少ない 日で 値が高か っ た，

2
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0
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一1
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　　 図 8，安静 ・運動 ・終 了期別感覚値平均値

上か ら不快感，湿潤感，出血感，温冷感．

飃 ：経 血量 多い 日，鬮 ：経血量少ない 日，□ ：非月経 日．

　2＞　ナ プ キ ン 装着時 の 全身お よ び局所の感覚

　 i ）経血量 に よ る感覚値の 比較

　デ リケ
ー

トエ リア やそ の 周辺 に お け る局所の 不快感

と湿潤感，出血感，全身の 温冷感の 120 分間平均値 を

図 7 に示す．局所不快感の経血量 に よる比較 で は，非

月経 日
， 経血 量 の 少な い 日 と比 べ ，多い 日 で 有意 に 不

快感が大 で あ っ た ，局所の湿潤感に も有意差が認め ら

れ，非月経 日と比 べ 多い 日に 湿潤感が大であ っ た．出

血感は，少ない 日 と比 し多い 日で 有意に大で あ っ た ．

全 身の温冷感 に つ い て は ， 経血量 の 違 い に よ る有意な
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差は み られなか っ た．

　 li）安静期，運動期，終了期別感覚値 の 比較

　 安静期 ，運動期，終 ∫期 の 20 分毎に感覚値 の 平均

値 を算出 した （図 8）．局所不快感に お い て ，安静期

で は有意差が み ら れ な か っ た が
， 運動期 で は非月経 日

に比べ 多い 日に，終了期 で は 非月経 日 と少な い 日 に 比

べ 多い 日に，そ れ ぞ れ有意に不快感が大 で あ っ た．局

所 の 湿潤感 に お い て も，不快感と同様，安静期に有意

差 は みられず，運動期で は非月経 目に比べ 多い 日に，

終了期 で は非月経 日 と少ない 日 に比べ 多い 日に ，有意

に湿潤感が 大で あ っ た．出血感 は 三期 共 ， 少 ない 日よ

り多い 日 に有意に大で あ り，全身の 温 冷感 で は 三期共，

経血量の 違 い に よ る有意差は なか っ た．

　3）　月経期 の 不快感 と他の感覚値間の相関

　 デリケ
ー

トエ リ ア や そ の周辺に お ける局所の 不快感

と関連 す る 要因 に つ い て検討を行 っ た ．経血 量 の 多い

日 と少な い 日に お け る，安静期，運動期，終了期 の 20

分毎に み た不快感と他の 感覚値間 の 相関係数 を表 5 に

示 す．多い 日 ， 少な い 日共，安静期，運動期，終了期

の 全て にお い て ，局所不快 感は局所湿潤感 との 間に強

い 相関 を示 した．出血感と不快感間 で も，多い 日 の 運

動期 に 限 り，ゆ る や かな相関が 認め ら れ た．

　 4）　 月経期の 不快感 と温湿度間 の 相 関

　局所不快感 と 温湿度 問 の 相関係数 を表 6 に示す，経

血量 の 多い 日，少 ない 凵共 に，局所不快感 とナ プキ ン

内温度，ナ プキ ン 内相対 ・絶対湿度 との 間に相関は み

られなか っ た．こ こ で ，ナプ キ ン 内 と ナプキ ン 外 との

関係性を明ら か にする た め ，ナプキ ン 内絶対湿度 とナ

プキ ン 外絶対湿度の 差をとり，ナ プキ ン 内外 の 絶対湿

度差 と して 不快感 との 相 関をみ た とこ ろ ，経血暈：の 多

い 凵の 安静期 ，運動期 ，終了期の 全 て で弱 い 相関 が 認

め られた．

　4．考　　察

　月経は女性 の 正常 な生命活動で あ る が，腹痛や不定

愁 訴を伴 うな ど心 身 に 及 ぼす影響 は大 きく，ナ プ キ ン

装 着時 の 様 々 な不快感 も月経期の QOL を低下 させ る

一
因と考え られ る．ナ プ キ ン を局所 の 被 服 と と らえれ

ば，そ の着用時の 快不快 を左右する ナ プ キ ン 内微気候

の解明 は 必須で あ る．ナ プ キ ン 同様 ，デ リケ
ー

トエ リ

ア を覆うおむつ につ い て は，乳幼児用 や成人用，紙お

むつ や布お む つ の 衣服気候 ，着用感が計測，検討さ れ

て い る
L〕一／／1／．しか し，経血 と尿 の 成分の 違 い もさ る こ

となが ら，製品の 形状，装着状況，使用 者の ラ イ フ ス

テ
ー

ジ等，そ の 相違 は大 きく，おむつ に 関する知見を

表 5，月経期 に お け る局所不快感 と他 の 感覚値問 の 相関

経 血 量 の 多い 日 経 血 量 の 少 な い 日

温冷感 （全身〉 出 血 感
　　 湿潤感

（デ リケ
ー

トエ リア）

　　 　　　　　　　　　　　　湿潤感
温冷感 （全身）　 出 血 感
　　　　　　　　　　　 （デ リケートエ リア ）

．
安静 期

運動期

終了期

一〇，10

　0．16
− 0．01

O．270

．37 （つ

 ．27

0．77　（零串）
0．73　（

申 零

）

Q．52　（
＊ ＊

）

0．150

，090
．10

0．100

．09

0．70　（
＊ ＊

）

0，83　（寧 宰

）

0．80 （
料

）

Pearson 相 関係数 （
’
p く 0．05，”

p くO．Ol）．

表 6．月経期 に お け る 局所不快感 と温湿度 間 の 相 関

経血 量 の 多い 日 経血 量 の 少 な い 日

ナ プ キ ン 内　 ナ プ キ ン 内　 ナ プキ ン 内

　 温度　　　相対湿度　　絶対 湿 度

　 （℃ ）　　 （％ RH ）　　 （9／m3 ）

ナ プ キ ン 内外

の 絶対湿度差

　 （9／m3 ＞

ナ プ キ ン 内　ナ プ キ ン 内　ナ プ キ ン 内　ナ プ キ ン 内外

　 温度　　　相対湿度　　絶対湿度　　の 絶対湿度 差

　 （℃ ）　　 （％ RH ＞　　 （9／m
：
）　　 （9／MS ）

安 青争期　　　　
一

〇．09

運 動期　 　　0．02

終了期　　 0．03

0．210

．ユ60
．21

0．16

 ．150

，19

0．39　（1 申

）

0．38 （つ

0．35 （つ

0．100

．140

．05

0，150

．020

，12

0．130

，llO

．03

O．230

．220
．18

Pearson相関係数 （
’
p ＜ 0．05，

”
p 〈 0．01）．
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そ の ま まナプキ ン に あ て は め る こ とはで きな い ．

　本研究 で は先ず，若年女性 を対 象に 月経に 関す る意

識と実態の調査 を行い
， 市販 され て い る 生理 用品に お

い て ，ナ プキ ン の 使用率が 90％以上 の 高 い 値で ある

こ とを明 らか に した （表 3）．1984〜1985 年に小 野 が

看護学生 317名に対 し行っ た使用生理用 品 に 関す る実

態調査 に お い て も，
“
ナプ キ ン の み 使用

”

と
“

ナ プ キ

ン とタ ン ポ ン 併用
”

をあ わ せ て 90％超で あ り
1”）

，20

年を経過 した今日 に お い て もなお本邦で ナプキ ンが広

く用 い ら れ て い る現状 が確認 され た ，なお ，こ の 割合

は経 産婦 やプ ロ ス ポーツ従事者を含む可能性 の 低 い 若

年女性 を母集団 と したため，　般 女性 を対象 とする よ

り高い 値が得 られ た と も考え られ る．

　 また，月経期 の デ リケ
ー

トエ リア に感 じる不快さと

し て は ，ム レ 症状が最 も多か っ た （図 4）．1961年の

発売以来，ナプキ ン につ い て は，経血 の 漏 れ や ，シ ョ
ー

ツ に貼付 した際の ずれ ，経血臭とい っ た様 々 な問題点

を軽減す る 工 夫 が 施 さ れ て きた が ，局所 の ム レ と い う

月経期 QOL を著 しく低下 させ る要素に つ い て の ドラ

ス テ ィ ッ ク な転換 はなされ て お らず，現代女性 の 着装

や労働 環境 とい っ た広範囲の 条件を含 め て ，ナ プ キ ン

内微 気候に 関する検討が今後 の 課題 で あ る こ と が 示さ

れ た．

　次 に ，15 名 の 若年女性 を対象 としたナ プ キ ン 着用

実験を行 っ た結果 ，測定中 120分間の 平均値に お い て ，

経血 量 の多い 日，少 な い 日共 に，非月経 日 の シ ョ
ー

ツ

内 よ りもナ プ キ ン 内湿度 は 有意に一ヒ昇する こ とが 示さ

れ た （表 4）．相対湿度 に して多い 日 （88．0± 8．3％ RH ），

少な い 日　（84．8± 8．3％ RH ） と，非 月経 日　（68．7±

13．0％ RH ） とに 15％ RH 以 上 の差が み られ，絶蛸湿

度表記 で も多い 日 （36．7± 3．8g ／M3 ），少ない 日 （36．1

± 3．5g ／M3 ）と，非 月経 日　（28．2± 6．Og ／m3 ）とで 10

g／m3 程の差があ っ た ．類似被服 ともい えるおむ つ の

衣服気候研究で は，乳児 の 前腹部左側 に おけ る お む つ

内湿度が排尿後に 80％ RH 程度
’11
，長期臥床 高齢 者 の

仙 骨部側床面 に お け る皮膚近傍湿度が おむつ 交換前に

40〜65％ RH ’Z’

，お む つ を前腕に巻 き人工 尿 を注 入 し

たモ デ ル 実験 で 人体
一
おむつ 間湿度が 80％ RH 以 上

］3’

等と示され て い る．こ れ らの 報告で は ，環境条件，測

定部位，対象者等が 異な る ヒ，相対湿度 の み 記載の た

め単純比較は で きない が，月経期 の ナプキ ン 内 に は，

経血量 の 多少 に 関わ らずおむ つ 内と同等 もしくは それ

以上 の高湿環境が形成され て い る こ とが明らか と な っ

た ．元来デ リ ケ
ー

トエ リア は 分泌物が 多 く皮膚 と皮膚

が密着 して い る ため．ナプキ ン に覆 わ れ る こ とで さ ら

に 湿度が高 まっ て い る もの と考えられ る ．一
般的なナ

プ キ ン 交換時間
L5）

と比較 して ，本測定時間 120分は ナ

プキ ン 装着を十分継続 し得る時間で あるが，ナプキ ン

内 の湿 っ た環境 と経血由来の 水分に よ り皮膚が浸軟 し，

皮膚本来 の バ リ ア 機能 が 低下す る
16）

可 能性が考えられ

る．高湿環境下 で ナプキ ン と皮膚 との摩擦係数が増加

し，摩擦 と剥離に よ る皮膚 の 損傷 が増す こ とも予測さ

れ
L了〕

， 月経期 に は デ リケ ートエ リ ア の 皮膚状態へ 注意

を払 うべ きで ある と示唆 さ れ る ，

　ナ プキ ン 着用実験 に お け る感覚値に つ い て も，温湿

度デ
ー

タ と同様，経血量 の 多 い 日，少ない 日，非月経

日の 120分間平均値を比較 した 結果，非月経日 と比 べ

経血量 の 多い 日に，局所の 不快感 と湿潤感 が 有意 に大

きか っ た （図 7）．しか し，非月経 日 と少ない 日の 間

で 不快 感と湿潤感 に有意差 はみ られず，前述 の ナプキ

ン内湿度 の 結果 をそ の まま反映 した もの で はなか っ た ．

また，多い 日と少ない 日の 比較 で は，不快感 と出血感

に有意差 が み られ ，多い 日 の 不快感へ の 出血感の 寄 与

も考えら れ る ．

　 さ ら に ，温湿度お よ び感覚値の 20分毎平均値に よ

る検討 の 結果，ナ プ キ ン
・シ ョ

ー
ツ 内湿度 に つ い て は ，

安静期，運動期 ，終了期 の 全て で有意差がみられ ， 非

月経日 に比 べ 月経 日 に 値が大で あ っ た （図 6＞の に対

し，局所不快感 ・湿潤感に つ い て は
， 安静期に有意差

は み ら れず，運動期 と終了期 の みで非月経 日と月経日

間 の 有意差 が 示 さ れ た （図 8）．人 間 の 身体 に は湿度

セ ン サが ない と され
LS）
，水分蒸発に よ る 温度変化 や 熱

移動に よ り湿潤 感 を生 じる
19 

と考え られ て い る こ と

か ら，安静期に は空気 の 流通 が 少 な く皮膚か ら の 放熱

量 に変化が 起 こ りに くい ため湿度の 差 を感 じに くか っ

た が，運動時に ナプキ ン 内 の 空気が流動 しそ の動 きに

よる変化が運動期以降の感覚に結び つ い た と考え ら れ

る，

　最後に，月経期 の 局所不快感が い か なる要素に より

形成 され て い るかを検討する た め，不快感 と，不快感

以外 の 感覚値な らび に 温湿 度デ
ータ との相関を検討 し

た （表 5
， 表 6）．不快感と湿潤感と の 間 で は，安静期，

運動期 ，終了期 の 全期に お い て ，強 い 相 関が示 され ，

ム レ が月経期の デ リ ケー トエ リ ア に お ける不快さの 主

要因で ある こ と が明 ら か とな っ た （表 5＞．こ れ は ，

月経に関する 意識実態調査 にお い て最 も多く挙げ られ

た 局所不快症状 が ム レ 感 で あ っ た （図 4） とい う結果

を裏付 け る もの で ある．
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月 経期 に お け る生 理 用 ナ プ キ ン 内微気候 と快適 性

　 不快感 と温湿度 デ
ー

タ と の 間 で は，有意な相 関は得

ら れ なか っ た が ，ナ プ キ ン 内絶対湿度と ナ プキ ン 外絶

対湿度 の 差 を と り，
“
ナプキ ン 内外 の 絶対湿度 差

”
と

不快感 との関係を検討 した と こ ろ，経血量の 多い 日の

安静期，運動期，終了期の 全期に弱い 相関が 認 め ら れ

た （r＝O．35〜O．39）（表 6）．した が っ て ，経血量 の 多

い 日の デ リケ
ー

トエ リアの 不快感 に は，ナプキ ン 内 の

湿度 そ の もの よ り，ナプキ ン 内外 の 絶対湿度差が関与

する こ とが示唆 された．月経期の QOL 向上 を目指す

に あた り，ナ プキ ン 内外の絶対湿度差を低下 さ せ る T．

夫，例えばナプ キ ン を通 して の 水蒸気透過や ナ プ キ ン

脇か らの 水蒸気放出 の 促進、皮膚 とナプ キ ン 問と に水

蒸気流動可能な空間 を確保する と い っ た水蒸気流通性

へ の 配慮が，局所不快感の低減に有効で あ ると考え ら

れる，

　本研 究 で は，ナ プ キ ン 内微気候 の 観点か ら ナ プ キ ン

装着時の 不快感に つ い て検討 し，局所の 不快感形成要

因を明らか に した ．全身を対象 とする研究に お い て も，

湿 り感 と の 相関 が 相対湿度 よ り絶対湿度 で 高い とす る

報告
’P）
，あるい は湿潤感覚 が相対湿度 より水蒸気圧 に

よ り制御 さ れ て い る とす る報告
1°／

等が あ る ．水分移動

特性がそ の 快不快に大き く寄与する と考え られ る製品

の 評価，即 ちナプキ ンや おむつ とい っ た デ リ ケ ートエ

リ ア を 覆 う製品 の 微気候 の 検討 を 行 う際 に は
， 相対湿

度と共 に 絶対湿度 で の 議論 が有意義で ある と提言す る

もの で あ る．

本研究に ご協力 い ただ い た文化女子大学卒業生 山口麗

子氏に感謝の 意 を表する，なお，本研究の概要は平成

17 年度 日本家政 学会第 57 回大会 ，平成 17 年 5 月

（福岡市）に お い て
．一

部発表し た．
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